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小児・大人の救急電話相談 ＃７１１９番 

急病やケガの時、すぐに救急車を呼ぶべきか？救急車を呼ばないまでも

受け入れてくれる医療機関はどこか？など、緊急時には不安が募ります。 

一昔前なら同居する親世代や親しいご近所の方がいたかもしれません

が、近年は核家族化や高齢世帯の増加により、１１９番通報が増加の一途を

たどっています。このような緊急時の相談や医療機関の紹介を通報前に電

話相談で解決することで、軽症者の不要な１１９番通報の抑制から重傷や重

篤患者を受け入れる救急病院の負担軽減に繋げています。 

この事業は平成２９年１０月から２４時間３６５日、看護師による電話相談「小児・大人共通番号 ♯７１１９」

が始まり、平成２８年度は小児で約７万件、大人で約３．３万件の問い合わせがありました。この♯７１１９に相談

した約８割以上の方は１１９番通報の必要や緊急の受診が必要なかったとの結果です。相談体制は看護師が２

人～４人ですが、相談内容の多様化により今年度から人工知能（AI）技術を開発し、平成３１年度に事業の開

始を予定しています。また、現在 FAXで相談をやり取りしている聴覚や発話が不自由の方には今後チャット形式

の運用が始まることで、さらに多くの県民の不安が解消できると感じます。 
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県庁の県民案内室にて 

 

 

            

                                      

            

 

  

 

 

                       

 

 

 埼玉県議会議員  無所属 県民会議 
 

並木まさとし 
なみき 

 

 県議会の予算委員として質疑に立ち、圏央道以北

の発展・産業立地、アクティブシニアが輝く取り組みに 

ついて知事へ総括質疑をおこないました。 

 国政調査による市町村の人口増減は圏央道以北

で減少し、県内２３４各駅の乗車客数も地域格差が 

表れています。（左図は５年前と比較して青は３％以

上の増加、赤は３％以上の減少、マークなしは-２．

９％から＋２．９％の間、黄色のラインは圏央道） 

今後、鴻巣市を含む県北の発展は埼玉県の将来

を担うため、雇用の創出・税収の確保・定住促進のた

め、市と連携して産業立地に取り組みます。 

 

 

圏央道 

平成３０年度は救急電話相談、県庁業務の効率化、農業分野における摘果

（梨）、企業における機械の故障診断など、人工知能（AI）に関連した予算が多く

展開されています。民間においても企業の採用、タクシー待ちのお客さんが見込

めそうな場所への運転手の誘導、コンビニ周辺のイベントからおにぎりの発注数決

定など、人工知能の導入実験が加速しています。 

県庁でも県民案内室でロボットによる庁舎案内や観光案内が実験的におこな

われており、利便性を高める取り組みがおこなわれています。 

 
１８回線から４０回線へ つながり易くなりました 

http://www.namiki-masatoshi.com/


                                     （17 億 3,600 万円） 
 

 

             

            運転免許センターは旧大宮市から移転して３０年目を迎えます。 

（年間の利用者は６０万人以上、１日当たり平均２,２００人） 

施設内の照明は暗く、トイレの多くが和式であり、空調にも不具合が

生じているなど老朽化が目立っているので３０年の節目であることから

施設の改修をおこなうべきとの提案により、今年度からの２年間で全ト

イレの洋式化（１２２基）、エアコン設備の更新、高齢者講習の混雑緩和に

よる受け入れ枠の拡大、試験コースの改修が新年度の予算として計上

されました。 

 

                    横断歩道の塗り替え 
              日頃から横断歩道の摩耗については細めにチェックをして、塗り直し

の依頼をおこなっています。 

現在、埼玉県内には横断歩道が６１,８１０箇所に設置されています。 

（鴻巣警察署管内は１,８７１箇所） 

             県では今年度２１５㎞分の塗り替えをおこなう予算を確保しています

ので、路面表示が薄いなど、お気づきの際にはご連絡ください。 

  

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

                             
 

 

 

プロフィール 

昭和４５年（１９７０年）９月鴻巣市本町生まれ/鴻巣幼稚園/鴻巣東小学校/鴻巣中学校/埼玉栄高校（ｻｯｶｰ部）/亜細亜大

学経済学部国際関係学科卒/セントラルワシントン大学ＡＵＡＰ課程修了/鴻巣幼稚園保護者会副会長/鴻巣東小ＰＴＡ副

会長/鴻巣市商工会青年部第３１代部長/第８回こうのす花火大会代表/鴻巣市消防団第２分団員（２２年目） /鴻巣市議

会議員２期/H２７年４月埼玉県議会議員初当選/環境農林委員/公社事業対策特別委員/家族・妻・長女・長男・愛犬レオ 

最後までお読みいただきありがとうございました 

信号機の設置要望については多くの相談

をいただきますが、予算の都合上、思うよう

に設置が進んでいないのが現状です。 

 先の予算委員会でも警察本部長に対して、

各警察署が必要と判断した箇所を優先的に

設置して欲しいと要望しています。 

＊平成２９年度は各市町村（議員含む）からの

設置要望１,００９箇所に対して各警察署が必要

と判断した１１３箇所のうち、設置に至ったのは

全県で４１基でした。 

 

 

中央小の通学路のため、

県警察本部に要望したと

ころ、６～７月頃に設置で

きると回答がありました。 

今後も地域の要望から、

歩行者の安全確保に取り

組みます。 

２年間の継続費 
H２９年９月議会の一般質問 

横断歩道に歩行者用の信号機を設置します！（天神３丁目交差点） 

運転免許センターの設備改修を実現  並木が提案 


